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ソースコードゼネレータ

通信システムの大規模化･高度化に

伴うソフトウェア生産性向上,品質向

上のために,設計仕様からCHILL

(CCITT高級言語)のソースコードを自

動生成するシステムをワークステーシ

ョン2050上に開発した(図l)｡

1.主な!特長

(1)表形式による正確な仕様記述

モジュール構造,データ仕様,モジ

ュールインタフェースなどの設計仕様

を表形式で作成し,データベース化で

きる｡このため,抜け,誤りの少ない

仕様記述が可能となる｡更にOFIS/

FORMを使うことによって簡単にデー

タ入力を行うことができる｡

(2)宣言文の自動生成

コーディングルール定義ファイルを

使って,上記設計仕様データベースか

ら各種宣言文のソースコードを自動生

成することができる｡また,実行文に
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図l ソースコード自動生成システム

ついてはPAD/PG(CHILL)などで作

られたファイルを取り込めるようにな

っている｡

(3)融通性の向上

設計仕様の表形式及びコーディング

ルール定義ファイルを変更することに

注:略語説明など

PG(Program Generator)

CDD(CHIL+DesignSpeoification DataBase)

SG(SourceCodeGenerator)

*(CC什丁高級言語)

よって,様々なアプリケーションにも,

またCHILL以外の言語についても容易

に通用可能である｡

(日立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)

斜行エレベーター

近年,都市部を中心として地価高騰

が激化し,良好な居住空間を求めるこ

とは困難である｡しかし,住まいに対

する要求は,より快適で便利な空間が

求められてきた｡このような背景から,

都市近郊の丘陵地や景勝地にホテルや

マンション,リゾート施設などの建設が

増えているが,自然保護の面から建物の

高層化は望めず,傾斜地に沿った階段状

の建物が増加している｡このような建

物に最も有効な輸送手段として,斜行

エレベーターが注目を集めている｡

日立製作所は昭和57年に横浜地区に

斜行エレベーターの第1号機を納入し

たが,昇降路スペースや建屋電気設備

容量の低減などの要求があり,これに

対応する新形の斜行エレベーターを開

発した(図1,表1)｡

1.主な特長

(1)給電ケーブルを乗りかごの下方に

配置させることによって,その収納ス

ペースを大きく低減し,5～10%昇降

路の省スペース化を図った｡

(2)インバータ制御方式の才采用によっ

て,消費電力と建物の電源設備容量を

低減し省エネルギー化を図った｡

(3)斜めに動くことによって生ずる水

平方向の力を考慮し,滑らかな乗り心

緩衝器 昇降路内階段 乗りかご
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図l 全体構造図

地を実現した｡

(4)安全面の配慮として,
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表l 主な仕様

速 度 定 員 積載荷重 傾斜角

(m/min) (人) (kg) β(｡)

45,60 6-15 600～l′000 20～45

見えるようにした｡

(5)いっそうの安全増しとして,火災

時管制運転や自家発電時管制運転な

ど,豊富なオプション機能をそろえた｡

(日立製作所 機電事業本部)
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テスト結果解析システム

ソフトウェアのテストでは実行結果

をハードディスクに収集し,オフライ

ンで解析する方法が一般的である｡

そこで,このテスト結果の解析を効

率よく行うためにユーザープログラマ

ブルな自動解析ルーチンを構築できる

システムを開発した(図1)｡

1.主な特長

(1)ユーザープログラマブルな自動解

析

CHILL(CCITT高級言語)プログラ

ムのテスト結果をシンボリックにアク

セスできるC言語用標準ルーチンが用

意されている｡ユーザーはこれらを組

み合わせて,システム固有の定形的な

解析を容易に自動化することができる｡

(2)標準自動解析ルーチン

トランザクションチェインのダンプ

とか,リソースの浮きチェックとかの

コンパイル

リスト

情
報
抽
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メモリダンプ結果
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図l テスト結果解析システム

標準的なデータチェックルーチンが組

み込まれている｡ユーザーは,これら

を用いて正確な解析を行うことができ

る｡

(3)使いやすいユーザーインタフェー

ス

会話形で解析するときの操作を容易

にするために,ソースプログラムを見

ながら,その中のデータをマウスで指

テ

ス

ト

結

果

解

析

解析結果リスト

ム】7

スグー
ロ

ソプ 析果解結

定する方式とした｡これによりユーザ

ーは,ほとんどデータ入力をしないで

も見たいデータがシンボリックに表示

されるという,使いやすいインタフェ

ースを実現した｡

(日立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)

V188MA/SA形指示調節計(ワンループコントローラ)

ワンループコントローラは1ループ

の分散形DDCを行う調節計として,各

種のプロセス制御に幅広く使用されて

いる｡その普及とともに機能の拡充と

使いやすさが求められている｡これら

のニーズにこたえるため,エキスパー

ト手法を用いたオートチューニング機

能をはじめ,大幅に機能の強化を図り,

プログラムにより機能可変のⅤⅠ88MA

形指示調節計と機能固定のⅤⅠ88SA形

指示調節計を開発した｡図1に外観を

示す｡

1.主な特長

(1)オートチューニング機能

ファジィ推論を用いたエキスパート

手法によるオンラインチューニングと

部分モデルマッチング法による初期チ

ューニングにより,チューニング作業

タグクク`′〆呈

図l 計器外観
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表l 主な仕様

形式
項目

V188MA ∨は8SA

測 定 値 入 力
l点:DCl～5V又は検出器直入力

(熱電対,測温抵抗体,2線式伝送器)

操 作 出 力 l点:DC4′-ZOmA

補 助 入 出 力

4点:アナログ入力 2点:アナログ入力

2点:アナログ出力 2点:アナログ出力

4点:ディジタル入力 l点:ディジタル入力

6点:ディジタル出力 3点:ディジタル出力

指 示 計
LEDバ‾グラフ指示計(PV:泉SV:緑,MV:黄)

及びディジタル指示計

制御演算機能
プログラマブル 画 定

(制御6種,演算32種) (15種から選択)

適 応 制 御 PIDオートチューニング

制 御 周 期 最小0.1秒

通 信 ディジタルシリアル伝送19.Zkbps

電 源 DC24V,AC柑OV,AC200V

外 形 寸 法 幅70×奥行570×高さ170(mm)

軽減と制御性の向上を可能とした｡

(2)7bログラミング

プログラムローディング機能により,

実機にROMを装着したままでプログラ

ム作成,修正を可能とした｡

(3)高速化

CPUの高速化と実行方式の改善によ

り,演算周期0.1秒を実現した｡

(4)バッテリーレス

EEPROMと独自のバックアップ回

路により,バッテリーレスを実現した｡

(5)そ の他

測定値信号の検出器直接取込可能,

上位計算機との通信インタフェースな

どがある｡

2.主な仕様

表1にⅤⅠ88MA形,ⅤⅠ88SA形指示

調節計の主な仕様を示す｡

(日立製作所 計測器事業部)
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日立志望時許

図式･プログラムテスト方式

従来,プログラムのテストは,プロ

グラマがソーステキストによるテスト

を行い,エラーの場合は,ソーステキ

ストに対して修正を行い,再度テスト

を行うという操作を繰り返していたた

め,非効率かつ煩雑であり,またソー

ステキスト中心のテストであった｡

本発明は,プログラムテストの負荷

を軽減し,テスト効率を上げ,更にプ

ログラマは,ソーステキストを一切意

識することなくテスト デバッグを行い

得るテスト方式を提供する｡

本発明では,対話用表示端末からの

入力により,ホスト計算機でPAD図な

どの図式仕様を作成し,この図式仕様

に対応するソーステキストを生成し,

これらの情報の対応をとるための情報

とともにファイルに蓄積する｡テスト

を実行する際に,ファイルから情報を

読み出し,プログラムを実行するとと

もに,図式仕様が端末上に図1のよう

に表示され,現在の実行部分がハンチ

ングされる(又はカラー表示される｡)な

どにより明示される｡画面は図1の(1)

で起動する前の条件を設定し,(2)-(6)

の順に進み,その都度実行された部分

が斜線で塗りつぶされる｡これを見て

エラーを発見したら,図

式仕様の誤-)箇所を修正

し,ソーステキスト生成,

テスト実行を繰り返し,

その結果をプリンタに機

械出力する｡

1.年寺長･効果

オペレータが対話形式

で完成した図式仕様を基

に,自動的にソースプロ

グラムが作成され,テス

ト デバッグを図式仕様

上で行い,エラーなどの

場合は対話により図式仕

様を修正することができ,

このため,一貫して人間

が分かりやすい図式上で

設計からテストまでを行

うことができ,オペレー

タはソーステキストから

解放される｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭6卜95458号

｢図式･プログラムテ

スト方式+
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図l テスト実行時の表示画面の遷移
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プログラム対話方式

本発明は,計算機プログラムの開発

及び保守作業の計算機による支援,特

にプログラムを修正するのに好適なプ

ログラム対話方式に関するものである｡

従来,プログラムを修正するには,

プログラムのリストを画面に表示し,

それを見ながら修正を指示する必要が

あったが,プログラムがテキスト形式

で表示されるため,プログラムについ

プログラム

記憶機能

プログラム情報

記 憶 機 能

エディ タ

図l 本発明の方式概略図
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国2 画面表示例

ての対話性が悪く,
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C=C/1.00

修正箇所や修正内

客に誤りが生じやすいなどの問題があ

った｡

本発明は,テキストとは別の人間が

プログラム構造をより理解しやすい表

現形式を用いて,画面上で対話できる

ようにし,プログラムの修正を容易に

した｡

本発明で＼は,図1のように,テキス

ト形式で名己述したプログラムを,テキ

ストとは別の表現形式,例えば,図2

に示すようなPAD図形式を持つプログ

ラム情報へ自動変換し,エディタでこ

のプログラム情報を用いて対話修正し,

修正した結果を逆にテキスト形式記述

のプログラムへ自動変換している｡

t.特長･効果

プログラムの修正が,人間に分かり

やすい表現形式を用いて行うことがで

きる｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭62-89137号

｢プログラム対話方式+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は… 株式合敢日立製イ良師 〒柑0東京都千代田区丸の内一丁日5引号(新丸ビル)電話(03)214-3114(直通)特許部特許営業グループ
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8正吉別事許

プログラム実行状況表示方式

本発明は,計算機プログラムの開発

及びテスト作業の計算機の支援,特に

プログラムの実行経過,実行位置を確

認するのに好適なプログラム実行状況

表示方式に関するものである｡

従来,プログラムのテストを行う場

合,画面上にソースプログラムを表示

し,ソースコード上の動きをカーソル

プログラム

記憶機能

プログラム

実行機能

実行状況

管理機能

プログラム

構造表示枚能

実行状況

表示機能

表示装置

図l 本発明の方式概略図
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図Z 実行状況表示例

で示すものがあるが,一度通過したパ

スを見ることができないという問題が

あった｡

本発明は,プログラムの実行状況を

リアルタイムに視覚的に把握可能とし,

全体のプログラムのi売れやパスの異常

を視覚で容易に理解できる表示方式を

提供する｡

本発明では,図1に示すように,記

憶されているプログラムを取I)出し,

そのプログラムの構造,例えば,PAD

図を用いて表示装置に表示するととも

に,そのプログラムの実行を行い,プ

ログラムの実行状況を表示装置に表示

する｡例えば,図2のように,実行済

みの要素については,色付けなどして

(図では斜線で示している｡),実行済み

であることを表示する｡

l.特長･効果

(1)全体のプログラムの流れが容易に

理解できる｡

(2)パスの異常を視覚で容易に理解で

きる｡

2.提供技術

l関連特許の実施許諾

●特開昭62-Z31344号

｢プログラム実行状況表示方式+
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